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商品市況展望  

平成 24 年 8 月 26 日記 

韓国のコミュニティサイト「ｅＴｏｒｒｅｎｔ」の掲示板に「日本が国際司法裁判所（ICJ）に独島（日

本名：竹島）について提訴した場合」とのスレッドが立てられたところ、さまざまな意見が寄せられた。  

 スレッドには、ICJ に日本人の裁判官がいることや国力を考えると、日本が優位ではないかとの声が

並んだ。  

・「日本の国際影響力などあらゆること総合すれば、私たちの負ける確率が非常に高いでしょう」  

・「わが国が歴代最高の経済的全盛期だといわれているが、それでも世界に通用する力の論理にはかなわ

ない。ICJ には日本人の裁判官もいて、日本を力の論理で押すことができる国家は、アメリカぐらいし

かない。これは認めなければならない、韓国には力は無い」  

・「ICJ に日本人裁判官がいるということは、日本にとても有利」  

・「独島は、力の論理によって奪われる」 

 

すでに｢裁判で負けても日本のせい｣と韓国人は考え始めているようだ。彼ららしい理論だが、

｢日本人の裁判官が居るから不利｣であるとか、｢裁判に国際影響力とか経済が関係｣すると考える

わけで、逆に言えば自分たちが普段からそういう考え方をしている、裁判の公正という理念は全

く無いという人たちなのだろう。 

そもそも｢自分たちの主張が間違っているかもしれないという考え方は一欠けらも無い｣わけ

であり、彼らとの対話はすべてこれで止まってしまうわけだ。果たして、これで議論が成り立つ

か？ 文化人なる人達が言う｢議論を尽くせ｣というのは、まさにジョークにしか聞こえない…。 

 

韓国は 1952 年に｢李承晩ライン｣というのを勝手に引き、ライン内にある竹島を不法占拠。65

年に｢日韓漁業協定｣で李承晩ラインが廃止されるまで、これを認めない日本との間に 13 年間も

長きに渡り竹島周辺では韓国軍による漁船拿捕が続き、拿捕された船の数 328 隻、抑留者数 3929

人、死傷者数 44 人を出しているわけだ。 

韓国が卑劣であったのは、拿捕した漁民を人質として利用し、「日韓基本条約」と「日韓法的

地位協定」（いずれも 1965 年制定）を韓国に圧倒的有利な内容で締結させた事だ。在日韓国人

が無条件で子孫代々永住できるのは、この「日韓法的地位協定」のおかげである。 

 

李承晩ラインが引かれたのは 1952 年 1 月 17 日。日本が｢サンフランシスコ講和条約発効｣で

主権を回復するのは、1952 年 4 月 28 日。日本が敗戦で軍事力も何も無い中で、まさに隙を付

く格好で韓国は竹島を占領したわけだ。 

ちなみに自衛隊の創設は 1954 年 7 月 1 日。つまり自衛隊の創設前で、しかも朝鮮戦争の最中

に（1950 年 6 月 25 日→1953 年 7 月 27 日休戦）李承晩ラインは引かれたわけだが、朝鮮戦争

は 51 年 7 月 10 日からすでに休戦会談も始まっており、米国や中国（当時の代表は中華民国）

も反対する中での、突然の占領であったわけだ。 

 

いずれ自衛隊による力ずくの奪還をしない限り竹島は戻って来ないだろうが、今すぐ出来ない

なら金融と貿易で圧力を掛けるしかないのだろう。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \4,137 9 \4,146 7 

8 月 21 日 \4,138 1 \4,150 4 

8 月 22 日 \4,182 44 \4,192 42 

8 月 23 日 \4,195 13 \4,208 16 

8 月 24 日 \4,207 12 \4,219 11 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『円安もあって、もみ合いを上放れて行く可能性が高まって来た。

安値が出る事を期待していた当方であるが、ここは一転して買いトレンドの発生に賭けてみたい

ところ』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,200 円台へと上昇。高値は 4,236 円（8/23）であるが、週末の夜間取引

では 4,2434,2434,2434,243 円と円と円と円と高高高高値更新値更新値更新値更新をしており、6 月・7 月の戻り高値を更新する｢もみ合い上放れもみ合い上放れもみ合い上放れもみ合い上放れ｣となっ

てきた。 

 

…中略… 

 

先週号で、目標値はまず相対力指数の 70 ポイントオーバーとしたが、これはすでに達成これはすでに達成これはすでに達成これはすでに達成。こ

こで止まる可能性も皆無ではないが、そのまま上がるのなら次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは 5555 月頭の急落前の月頭の急落前の月頭の急落前の月頭の急落前の

価格価格価格価格であるであるであるである 4,3004,3004,3004,300 円台円台円台円台。更に加速が付くようなら、もみ合いの高値もみ合いの高値もみ合いの高値もみ合いの高値 4444,183,183,183,183 円と安値円と安値円と安値円と安値 3,8863,8863,8863,886 円の円の円の円の

上下幅上下幅上下幅上下幅 297297297297 円の倍返しの円の倍返しの円の倍返しの円の倍返しの 4,4804,4804,4804,480 円円円円。 

其の辺まで上げ続ければ、さすがに一押し来るだろう。そこは売ってみても面白いだろうが、

今はまだ買いトレンドに乗っておくのがベターだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,207 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,211 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,215 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,219 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,219 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,2364,2364,2364,236    8888 月月月月 23232323 日日日日    \3,940 7 月 24 日 \4,219 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 8/8/8/8/24242424 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 0.20.20.20.2 ドルドルドルドル高高高高のののの 1111666669.869.869.869.8 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。為替は 78 円 60 銭台であ
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り、国内換算では 15 時半比 14 円高である。この分は夜間取引で織り込み済み。 

    

チャートチャートチャートチャートではではではでは、、、、1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1111640640640640 ドルドルドルドルででででのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合いを上放れであるを上放れであるを上放れであるを上放れである。すでに 4 月以来の高値水

準まで戻しているわけで、非常に勢いがある情勢だ。 

このまま上昇を続けるならば、もみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しでもみ合いの倍返しで 1750175017501750 ドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくないドルまで上がってもおかしくない。

危惧があるとすれば、…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/21212121 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

8/8/8/8/24242424 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高残高残高残高はははは、…中略… 

やはり米著名投資家のジョン・ポールソン氏、ジョージ・ソロス氏ともに買っているというの

が、金人気を高めているのかもしれない。 

 

 結論として当方の相場観は、 完全に上に抜けて来た展開である。このまま更なる高値に舞い

上がる可能性が高いのではあるまいか。仮に下げたとしても、そこはまだ押し目買いの好機にな

るだろうから、まずは買って考える相場であろう。��� 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \3,772 72 \3,804 82 

8 月 21 日 \3,798 26 \3,824 20 

8 月 22 日 \3,864 66 \3,889 65 

8 月 23 日 \3,929 65 \3,963 74 

8 月 24 日 \3,881 -480 \3,914 -49 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『相場は一気に様変わりしただろう。まずは買って、その

後は押し目買いの継続での急反騰相場を狙うのが良いだろう。第 2 の原油相場になる可能性が高

いと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け急騰、22 日、23 日も急騰で一気に 3,3,3,3,900900900900 円台後半まで駆け上がり、円台後半まで駆け上がり、円台後半まで駆け上がり、円台後半まで駆け上がり、

6666 月・月・月・月・7777 月の高値を突破月の高値を突破月の高値を突破月の高値を突破。しかし週末は、利食い売りもあってか値を消した。 

…中略… 

 

先週号で『これは強い相場であるとの考え方に大転換だ』としたわけだが、一気に急騰した展

開である。 

上値抵抗線上値抵抗線上値抵抗線上値抵抗線であるであるであるである 3,8553,8553,8553,855 円（円（円（円（7/57/57/57/5）と）と）と）と 3,8633,8633,8633,863 円（円（円（円（6/186/186/186/18））））も突破して、も突破して、も突破して、も突破して、相場は更に上に走相場は更に上に走相場は更に上に走相場は更に上に走った格った格った格った格

好だ好だ好だ好だ。相対力指数は 23 日に 70 ポイントを大きくオーバーしたが、週末に下げて指数は 70 ポイ

ントまで調整。これもまた良しだ。 

結果論だろうが、週末の陰線 1 本で切り返しそうな相場は、典型的な強いパターンだ。もっと

長い陰線が重ならないと、天井確認とはならないだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,881 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,899 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \3,917 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \3,910 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,466 7 月 24 日 \3,911 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \\\\3,9733,9733,9733,973    8888 月月月月 23232323 日日日日    \3,460 7 月 24 日 \3,914 

〇東京プラチナ－東京金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,914 円（プラチナ）－4,219 円（金）＝－－－－305305305305 円円円円。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、押し目買い継続の展開であり、4,000 円台乗せとなれば、今後も

っと金とのサヤを詰める相場となって行くだろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \30,600 650 \28,430 530 

8 月 21 日 \31,050 450 \28,920 490 

8 月 22 日 \31,630 580 \29,380 460 

8 月 23 日 \31,130 -500 \28,790 -590 

8 月 24 日 \30,490 -640 \28,420 -370 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『天候相場での高値は 30,300 円で天井となっただろうが、今後も逆ザヤ拡

大で期近は需給相場での高値更新もあるだろう。限月ごとに戦略を変える必要があるか』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、週前半高の後半安。22 日、23 日夜間までは一代高値更新の限月が多く出一代高値更新の限月が多く出一代高値更新の限月が多く出一代高値更新の限月が多く出

たたたたが、その後は陰線 2本で下落である。 

 

先限引き継ぎ足チャートでは、30,30030,30030,30030,300 円（円（円（円（8/138/138/138/13）を突破するのが難しい格好にも見える）を突破するのが難しい格好にも見える）を突破するのが難しい格好にも見える）を突破するのが難しい格好にも見えるが、

期近期近期近期近 3333 本はすでにそれ以上の高値を記録している本はすでにそれ以上の高値を記録している本はすでにそれ以上の高値を記録している本はすでにそれ以上の高値を記録している事もあり、相場は高値波乱の様相を呈してき

ている。 

やはり限月ごとの判断、仕掛けが必要なのだろうと考える場面だ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\\\\31,81031,81031,81031,810    8888 月月月月 23232323 日日日日    \21,060 6 月 4 日 \30,490 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\\\\30,95030,95030,95030,950    8888 月月月月 22222222 日日日日    \20,520 6 月 4 日 \30,050 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\30,34030,34030,34030,340    8888 月月月月 22222222 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \29,500 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \29,250 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,930 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \\\\29,43029,43029,43029,430    8888 月月月月 23232323 日日日日    \27,610 8 月 16 日 \28,420 

 チャート及び内部要因を考えると、やはり買いは中物で、売りは先物となるのではなかろうか。

今後、どこかで逆ザヤが更に拡大する場面があるのでは？という見方だ。 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 8/8/8/8/24242424 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 6666.25.25.25.25 セントセントセントセント安安安安のののの 808.50808.50808.50808.50 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。8/10 に 849.00849.00849.00849.00

セントセントセントセントまで上昇した後、一度 8 ドル台を割り込む下げを演じたものの、再び 8 ドル台に乗せての

高値もみ合いだ。 

…中略… 
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さて天候相場は最終局面を迎えているわけだが、産地調査を終えたプロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単プロ・ファーマーによる単

収予測は収予測は収予測は収予測は 120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac120.25Bu/Ac、生産高は、生産高は、生産高は、生産高は 104104104104 億億億億 7800780078007800 万万万万 BuBuBuBu と発表と発表と発表と発表。これは 8 月の農務省予測である単収

123.4Bu/Ac、生産高 107 億 8000 万 Bu を下回る予測である。 

さすがに 100 億 Bu も割り込む予測にはならなかったので、これによる高騰の可能性は少ない

と思われるが、あとはあとはあとはあとは 8888 ドル台という値位置で需要低下が起きるかどうかだドル台という値位置で需要低下が起きるかどうかだドル台という値位置で需要低下が起きるかどうかだドル台という値位置で需要低下が起きるかどうかだ。今後は、その需

要予測の方が相場に影響を与えると考えており、在庫率が現在の在庫率が現在の在庫率が現在の在庫率が現在の 5.85.85.85.8％からどう変化するかが相％からどう変化するかが相％からどう変化するかが相％からどう変化するかが相

場の動向を決めるのではあるまいか場の動向を決めるのではあるまいか場の動向を決めるのではあるまいか場の動向を決めるのではあるまいか。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/21212121 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、先物引き継ぎ足では天井を打っているかもしれないが、よほどの

需要低下が見込まれない限りは逆ザヤ進行、高値持ち合いの相場が続くのでは？ 中物中心の買

い方針で、次の需給報告発表を待つのが良いと思われる。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \57,190 890 \48,110 1070 

8 月 21 日 \59,150 1960 \50,290 1180 

8 月 22 日 \60,350 1200 \51,450 1160 

8 月 23 日 \60,400 50 \50,530 -920 

8 月 24 日 \60,100 -300 \50,040 -490 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『東京市場の先物チャートは一度崩れてしまっているが、限月別に見ればま

だ崩れていないところもあり、シカゴもさほど崩れていない。よって今後、更に逆ザヤが拡大す

ると読んで、中物を中心にまだ押し目買いに分があるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、3 日連続の急騰で先物も先物も先物も先物も 51,00051,00051,00051,000 円台まで上がった円台まで上がった円台まで上がった円台まで上がったが、週末に掛けては利

食いで下落。だが 5 万円台は維持して終了。 

期近は再び 6 万円台に乗る上昇で、逆ザヤ幅は約 1 万円への拡大となった。 

 

コーンの場合はほぼ天候相場が終了したわけだが、大豆の場合はまだであるため、まだ多少は

天候によって左右される場面もあるか。 

そんな中、産地調査を終えたプロ・ファーマーによる単収予測はプロ・ファーマーによる単収予測はプロ・ファーマーによる単収予測はプロ・ファーマーによる単収予測は 34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac34.8Bu/Ac、生産高は、生産高は、生産高は、生産高は 26262626 億億億億

万万万万 BuBuBuBu と発表したと発表したと発表したと発表した。これは 8 月の米農務省報告の単収 36.1Bu/Ac、生産高 26 億 9000 万 Bu を下回

るものだ。 

 

下げる時にはコーンよりも大きかった印象のある大豆相場だが、これは天候による作柄回復が

手遅れのコーンよりも、大豆は回復の可能性があるという事から来ていたことは確実で、今回の今回の今回の今回の

この調査この調査この調査この調査結果が正しいとするならば、大豆の作柄回復も結果が正しいとするならば、大豆の作柄回復も結果が正しいとするならば、大豆の作柄回復も結果が正しいとするならば、大豆の作柄回復もしていなかったということだしていなかったということだしていなかったということだしていなかったということだ。 

そうであるならば、売られた分（今まで頭が重かった分）を一気に取り返す可能性も否定でそうであるならば、売られた分（今まで頭が重かった分）を一気に取り返す可能性も否定でそうであるならば、売られた分（今まで頭が重かった分）を一気に取り返す可能性も否定でそうであるならば、売られた分（今まで頭が重かった分）を一気に取り返す可能性も否定で

きないだろうきないだろうきないだろうきないだろう。 

過去の経験則では、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \62,100 7 月 23 日 \36,410 

12 月 15

日 

\60,100 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\59,200 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \56,050 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \51,660 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \49,650 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \\\\51,50051,50051,50051,500    8888 月月月月 22222222 日日日日    \47,620 8 月 17 日 \50,040 
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〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

 

週末週末週末週末 8/8/8/8/24242424 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11111111 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 16161616.50.50.50.50 セントセントセントセント高高高高のののの 1731.501731.501731.501731.50 セントセントセントセント。生産高の下方

修正予測とともに、需要も低下していないと再び高値更新である。 

シカゴも先にゆくほど逆ザヤとなっているが、これは南米産の増産も視野に入れているのだろ

うが、それはそれで先の話であろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/8/8/8/21212121 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、プロ・ファーマーの生産高低下予測で再び高値追いをする可能性

が高まっただろう。シカゴも新高値更新中であり、東京も押し目買い方針に変化無しと見る。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 212.0 4.0 219.4 -1.9 

8 月 21 日 213.5 1.5 220.3 0.9 

8 月 22 日 213.0 -0.5 218.6 -1.7 

8 月 23 日 214.0 1.0 220.3 1.7 

8 月 24 日 213.9 -0.1 221.3 1.0 

先週号においては『205 円で目先底は打っただろうが、戻れば待ち構えている売りが出てくる

のは必至。引きつけての戻り売り狙いがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、220 円を挟んだもみ合いに終始。 

 

現状でのもみ合いは、押し目買い勢力と戻り売り勢力の戦いというよりも、人気が他に離れた

ために動きがなくなったというところか。 

期近 2 本はすでに安値で 200 円をも下回り、340 円から下げた相場も十分にもう下げてしまっ

た。今後先物も今後先物も今後先物も今後先物も 200200200200 円割れが無いとも言えないが、もう売り飽き気分もあるのだろう円割れが無いとも言えないが、もう売り飽き気分もあるのだろう円割れが無いとも言えないが、もう売り飽き気分もあるのだろう円割れが無いとも言えないが、もう売り飽き気分もあるのだろう。 

 

一方で先週高値 224.8224.8224.8224.8 円を突破すれば目先は買いだろう円を突破すれば目先は買いだろう円を突破すれば目先は買いだろう円を突破すれば目先は買いだろうが、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 193.5 8 月 15 日 213.9 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 198.5 8 月 15 日 215.6 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 200.9 8 月 15 日 216.8 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 203.6 8 月 15 日 218.3 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 204.5 8 月 15 日 220.0 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 238.4 7 月 30 日 205.6 8 月 14 日 221.3 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、8 月限 213.9 円～1 月限 221.3 円と 7.47.47.47.4 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は大きく詰まっ

た。もっと開いても良いはずなのだが、さて？ 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、8/10 現在で 1,315 トン減の 7,993 トン。9 旬連続の減少であり、国内在

庫はかなり低下した。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、21,000 元台でのもみ合い中。 
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タイタイタイタイ政府は、今年政府は、今年政府は、今年政府は、今年 1111 月に開始した市場介入額月に開始した市場介入額月に開始した市場介入額月に開始した市場介入額 150150150150 億バーツと同額を、さらに介入資金に上積億バーツと同額を、さらに介入資金に上積億バーツと同額を、さらに介入資金に上積億バーツと同額を、さらに介入資金に上積

みする事を発表みする事を発表みする事を発表みする事を発表。今月中の閣議決定を目指している。 

欧州危機で前回は全く介入効果が上がらず、3 月→8 月のこの価格まで大きく下げてきたわけ

だが、今すぐなら多少効果は出るのではなかろうか。ただし早く出来れば…という事で、時期を

失するとまたダメになるだろう。目先は、そこを見定めたい。 

 

 結論として当方の相場観は、205 円台で底は打っていると考える。225 円と来れば更に戻るだ

ろうが、235 円からは売り方・買い方の攻防が激しくなるか。短期的には、押し目買い方針に転

換である。 

    



 11 

〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \54,320 120 \54,640 240 

8 月 21 日 \54,180 -140 \54,450 -190 

8 月 22 日 \54,270 90 \54,700 250 

8 月 23 日 \54,280 10 \54,660 -40 

8 月 24 日 \53,970 -310 \53,830 -830 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『大勢では押し目買いではあろうが、急反落を期待する。来週は売り場探し

が良いだろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 97979797 ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇。週末 8/24 は前日比 0.12 ドル安の 96.15 ド

ルでの終了である。    

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略… 

 

8/8/8/8/21212121 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、55555555,,,,180180180180 円円円円（（（（8/278/278/278/27））））まで上昇し、週末は 53,000 円台まで下落。夜間取引では 53,440

円と続落している。 

しかし NY 原油の終値では、270 円高と反騰している換算であり、夜間で押し目を完了したか

もしれない。再び、買い場が来たかもしれないと考えている。 

    

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \53,970 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \55,050 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \54,640 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\55,53055,53055,53055,530    8888 月月月月 22222222 日日日日    \44,190 6 月 26 日 \54,340 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \\\\55,34055,34055,34055,340    8888 月月月月 22222222 日日日日    \46,240 7 月 3 日 \54,040 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \\\\55,18055,18055,18055,180    8888 月月月月 22222222 日日日日    \48,420 8 月 1 日 \53,830 

  

結論として当方の相場観は、先週は新高値更新後に頭が重くなり、予想通りに調整安は出たも

のの、一気に崩れてゆく雰囲気が感じられない。よってこれは単なる指数調整の下げと見て、再

び押し目買い方針に戻るのが良いだろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \68,820 640 \64,870 380 

8 月 21 日 \68,980 160 \64,730 -140 

8 月 22 日 \69,200 220 \65,120 390 

8 月 23 日 \69,050 -150 \65,360 240 

8 月 24 日 \68,260 -790 \63,990 -1370 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『右肩上がりで上昇を続けた相場が、目標値に到達し

た。中東での有事があって原油価格の上昇が続くのなら別だが、そろそろ今度は売り狙いに転換

するのが良いだろう。少なくとも、指数調整の下げはあるだろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、65,56065,56065,56065,560 円円円円（8/24 だが実際は 8/23 の夜間取引で記録）まで上昇した後、急

落。64,000 円割れまで下落し、夜間取引ではなお若干下落である。 

 

元々の目標値元々の目標値元々の目標値元々の目標値 55,00055,00055,00055,000 円台を達成したことで、予想通りに指数調整の下げが出た格好円台を達成したことで、予想通りに指数調整の下げが出た格好円台を達成したことで、予想通りに指数調整の下げが出た格好円台を達成したことで、予想通りに指数調整の下げが出た格好だが、思

ったほどの急落になっているわけではないし、原油もまだ強そうにも見える。よってここは利食

いのみを考え、売り転換までは止めておきたい。 

休むも相場という格言があるとおり、更に相場が高値追いするのか、相対力指数 50 ポイント

まで押すのかを、今は見定める時期ではあるまいか。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \\\\68,26068,26068,26068,260    

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \67,090 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \65,450 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \\\\66,09066,09066,09066,090    8888 月月月月 24242424 日日日日    \53,530 6 月 26 日 \64,570 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\65,68065,68065,68065,680    8888 月月月月 24242424 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \64,180 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \\\\65,56065,56065,56065,560    8888 月月月月 24242424 日日日日    \58,160 7 月 27 日 \63,990 

 

8/8/8/8/24242424 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

8/8/8/8/18181818 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、目標値に到達し、予想通りの反落となったものの、スポットは更

に上昇している。よって新規売りまでは避け、更なる買い相場になるのか、調整が出るのかを、

しばし様子見である。休むも相場だ。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 20 日 \67,410 260 \68,520 50 

8 月 21 日 \67,410 0 \68,470 -50 

8 月 22 日 \67,600 190 \68,830 360 

8 月 23 日 \67,920 320 \68,940 110 

8 月 24 日 \67,250 -670 \67,750 -1190 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『3 月限発会まで高値追いが持つかどうか。いずれにせよ

3 月限は逆ザヤで推移するはずだし、そこでこの戻り相場も終わるのではないかとの見方であ

る』とコメントした。 

今週の相場展開は、69,25069,25069,25069,250 円（円（円（円（8/238/238/238/23））））まで僅かに上昇するものの、週末は急反落して 67,000

円台まで下落。夜間取引でも、若干続落している。 

    

さすがに上げもだえる格好で、週末は下落であるさすがに上げもだえる格好で、週末は下落であるさすがに上げもだえる格好で、週末は下落であるさすがに上げもだえる格好で、週末は下落である。これは週明けに 3 月限が発会する事を先

取りし、不需要期入りとなる相場に警戒感も出たためではなかろうか。 

週明けに幾らで発会するかはまだ判らぬが、普通ならば相応の逆ザヤで出るのが普通ならば相応の逆ザヤで出るのが普通ならば相応の逆ザヤで出るのが普通ならば相応の逆ザヤで出るのが 3333 月限であ月限であ月限であ月限であ

るるるる。灯油の戦略で普通なの灯油の戦略で普通なの灯油の戦略で普通なの灯油の戦略で普通なのは、は、は、は、1111 月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、月限の買い玉は維持のまま、3333 月限は売るというのが常套手段月限は売るというのが常套手段月限は売るというのが常套手段月限は売るというのが常套手段

であるゆえにであるゆえにであるゆえにであるゆえに。 

    

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \\\\67,25067,25067,25067,250    

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \67,600 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \67,730 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \\\\69,40069,40069,40069,400    8888 月月月月 23232323 日日日日    \56,800 6 月 26 日 \68,000 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\69,42069,42069,42069,420    8888 月月月月 22222222 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \67,970 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\69,25069,25069,25069,250    8888 月月月月 23232323 日日日日    \61,350 7 月 26 日 \67,750 

  

8/8/8/8/24242424 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

8/18/18/18/18888 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、3 月限発会からは、その限月のみを対象に戻り売り方針。しかし

幾らの逆ザヤで生まれるかはまだ判らないので、出てから考える相場ではあるが。 
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〔為替〕〔為替〕〔為替〕〔為替〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

79.66 円（8/20）まで円安が進んでいたが、80 円台乗せとはならずに反落。78.27 円（8/22）

と元の木阿弥になってしまったわけだが、今後大幅円高が到来すると予測しているところは無い

ようだ。 

むしろメリマンも IMF 専務理事も『円は買われ過ぎ』とずっとコメントしているが、さて何

時になったら 80 円台相場が実現するものか？ 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

94.1094.1094.1094.10 円（円（円（円（7/247/247/247/24））））までの円高までの円高までの円高までの円高////ユーロ安ユーロ安ユーロ安ユーロ安が進んだあとは、99.17 円（8/21）と今週も円安/ユーロ

高が進行。 

なぜユーロが買われているかは不明なところも多く、一説には｢スペイン国債の破綻→ECB の

介入→材料出尽くしでユーロ高｣の流れを先取りしているのだというが、実際にスペインが破綻

すれば一時的にユーロ急落の可能性だってあるわけで、よくわからない買い戻しが出ているとい

う事なのだろう。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 1.259 ドル（8/23）までドル安/ユーロ高が進んだ相場であり、ちょうど一月前のドル高/ユー

ロ安とは真逆の展開。 

 ドル安になっているのは、FOMC 議事録で FRB は QE3 に積極的だと判断されたためだ。そ

うは言っても、実際には 9 月にならないと本当に QE3 が実行されるのかどうかは判らないわけ

で、その前に出る米雇用統計の数字を見てからの判断になるのかもしれない。 

 ともかく QE3 が行われれば（すでにその期待で買われているが）、商品相場は急騰するだろ

う。だが失望が起きれば、逆に急落する可能性もあるわけで、9 月の相場は波乱含み。その前哨

戦が来週の相場という事になるのだろう。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 
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